
電
子
材
料

　
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
Ｅ
Ｌ
照

明
用
パ
ネ
ル
に
多
く
の
日
本
企
業
が
参
入
し
て
い

る
。
有
機
Ｅ
Ｌ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
に
小
型

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
徐
々
に
利
用
を
増
や
し
て
き
た

が
、
照
明
分
野
で
は
柔
ら
か
な
発
光
を
生
か
し
た
用

途
開
拓
が
進
む
。
ま
た
、
韓
国
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
有

機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
量
産
も
近
く
計
画
さ
れ
て

お
り
、利
用
拡
大
に
期
待
が
高
ま
っ
て
き
た
。

色と明るさ自由自在　有機ＥＬ
照明分野に利用拡大発光効率・大型化に課題
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▲有機ＥＬ照明が光の強さを変
えながらバーカウンターを演出

　
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
バ
イ
ス
で
は

発
光
材
料
な
ど
の
素
材
の
技

術
が
パ
ネ
ル
の
品
質
に
直
結

す
る
た
め
、
パ
ネ
ル
の
製
造

・
販
売
に
乗
り
出
す
素
材
メ

ー
カ
ー
も
多
い
。
カ
ネ
カ
は

東
北
デ
バ
イ
ス
か
ら
有
機
Ｅ

Ｌ
パ
ネ
ル
事
業
を
譲
り
受

け
、
い
ち
早
く
照
明
用
パ
ネ

ル
の
製
造
販
売
に
乗
り
出
し

た
。
出
光
興
産
は
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
電
工
と
共
同
で
、
照
明

用
パ
ネ
ル
の
生
産
・
販
売
会

社
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
出
光
Ｏ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
立
し
た
。

　
パ
イ
オ
ニ
ア
と
の
提
携
で

同
事
業
に
取
り
組
む
三
菱
化

学
は
、
色
と
明
る
さ
を
自
由

に
変
え
ら
れ
る
照
明
用
パ
ネ

ル
で
、
他
社
製
品
と
差
異
化

を
図
る
。
同
社
の
パ
ネ
ル
は

パ
ネ
ル
上
の
発
光
部
を
非
常

に
細
か
く
赤
緑
青
に
塗
り

分
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
光
量
を
調
節
し
て
色
を
変

え
る
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
光

を
変
化
さ
せ
る
な
ど
、
快
適

な
生
活
空
間
を
つ
く
る
照
明

と
し
て
提
案
す
る
と
い
う
。

　
照
明
で
の
採
用
例
も
出
始

め
た
。
カ
ネ
カ
の
有
機
Ｅ
Ｌ

パ
ネ
ル
は
東
京
・
銀
座
の
ダ

イ
ニ
ン
グ
バ
ー
・
レ
ス
ト
ラ

ン
の
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
初

採
用
さ
れ
た
。
店
舗
中
央
部

の
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
淡
い

水
色
の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
を
散

ら
し
、
上
に
細
か
な
泡
を
入

れ
た
ア
ク
リ
ル
板
と
ガ
ラ
ス

を
載
せ
た
。
有
機
Ｅ
Ｌ
が
光

の
強
さ
を
変
え
な
が
ら
光
る

と
泡
も
同
様
に
光
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
が
川
面
の
よ
う
に
緩

や
か
に
変
化
す
る
。

　
利
用
が
進
む
一
方
で
、
発

光
効
率
や
パ
ネ
ル
の
大
型
化

技
術
に
は
課
題
が
あ
る
。
発

光
効
率
を
高
め
る
方
法
の
一

つ
が
、
蛍
光
発
光
材
料
か
ら

リ
ン
光
発
光
材
料
へ
の
切
り

替
え
だ
。
リ
ン
光
発
光
の
発

光
効
率
は
理
論
的
に
は
蛍
光

の
４
倍
。
光
の
３
原
色
の
う

ち
赤
と
緑
は
以
前
か
ら
あ

り
、
青
色
リ
ン
光
の
開
発
が

急
が
れ
て
い
た
。
そ
し
て
今

秋
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
自
社
開
発

の
青
色
リ
ン
光
発
光
材
料
を

使
っ
た
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
パ
ネ

ル
の
サ
ン
プ
ル
キ
ッ
ト
を
発

売
し
た
。
青
色
リ
ン
光
材
料

の
開
発
に
は
新
日
鉄
化
学
や

三
菱
化
学
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
、
利
用
が
拡
大
す

る
と
見
ら
れ
る
。

　
パ
ネ
ル
の
大
型
化
に
向
け

た
有
機
Ｅ
Ｌ
材
料
の
研
究
開

発
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
塗
布

対
応
」
と
「
高
分
子
発
光
材

料
」
だ
。
現
在
の
有
機
Ｅ
Ｌ

パ
ネ
ル
の
製
造
方
法
は
、
低

分
子
タ
イ
プ
の
発
光
材
料
を

真
空
下
で
蒸
着
さ
せ
て
い

る
。
だ
が
、
赤
・
緑
・
青
の

発
光
材
料
を
塗
り
分
け
る
た

め
に
使
う
マ
ス
ク
が
大
型
化

す
る
と
た
わ
む
た
め
、
蒸
着

法
で
は
サ
イ
ズ
に
限
界
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

蒸
着
法
に
よ
る
生
産
は
コ
ス

ト
も
高
い
。
そ
こ
で
、
現
在

の
パ
ネ
ル
生
産
で
主
流
の
低

分
子
系
材
料
は
、
塗
布
対
応

の
発
光
材
料
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
高
分
子
系
発
光
材
料
は
低

分
子
系
に
比
べ
塗
布
プ
ロ
セ

ス
に
向
く
と
さ
れ
て
お
り
、

住
友
化
学
や
昭
和
電
工
が
同

材
料
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。

　
照
明
分
野
で
は
日
本
メ
ー

カ
ー
が
相
次
ぎ
パ
ネ
ル
を
発

売
し
た
が
、
や
は
り
市
場
の

台
風
の
目
と
な
る
の
は
韓
国

勢
だ
。
サ
ム
ス
ン
グ
ル
ー
プ

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

小
型
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
で
市

場
を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
用
大
型
パ
ネ
ル

の
生
産
も
計
画
。
Ｌ
Ｇ
グ
ル

ー
プ
も
こ
れ
を
追
撃
。
照
明

分
野
で
の
展
開
も
活
発
化
し

そ
う
だ
。

　
韓
国
メ
ー
カ
ー
と
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
動
き
も
あ

る
。
保
土
谷
化
学
工
業
は
韓

国
の
サ
ム
ス
ン
モ
バ
イ
ル
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
と
業
務
提
携

し
、
有
機
Ｅ
Ｌ
材
料
の
共
同

開
発
を
始
め
る
。
保
土
谷
化

学
は
子
会
社
を
通
じ
て

月

を
め
ど
に
韓
国
に
研
究
所
を

開
設
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
出
光
興
産
は
Ｌ

Ｇ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
提
携
し

て
い
る
。
有
機
Ｅ
Ｌ
市
場
の

立
ち
上
が
り
に
伴
い
、
韓
国

勢
に
限
ら
ず
素
材
メ
ー
カ
ー

と
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
の
関

係
強
化
は
拡
大
し
そ
う
だ
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
市
場
の
拡
大
で

事
業
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
は
、
発
光
材
料
だ
け
で

は
な
い
。
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
低

コ
ス
ト
で
高
い
ガ
ス
バ
リ
ア

ー
性
を
持
つ
フ
ィ
ル
ム
を
発

売
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政

府
系
研
究
所
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
製
品
で
、
従
来
品
の

半
分
程
度
の
バ
リ
ア
ー
層
の

数
で
高
い
バ
リ
ア
ー
性
を
達

成
し
た
と
い
う
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
塗
布
型
有

機
絶
縁
膜
ゼ
オ
コ
ー
ト
の
拡

大
を
図
る
。
こ
の
ほ
ど
Ｔ
Ｄ

Ｋ
が
量
産
を
開
始
し
た
シ
ー

ス
ル
ー
タ
イ
プ
の
有
機
Ｅ
Ｌ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
採
用
さ
れ

た
。
透
明
性
が
高
く
、
吸
水

性
が
非
常
に
低
い
こ
と
が
特

徴
。
膜
か
ら
ガ
ス
成
分
が
発

生
し
に
く
く
、
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
の
画
質
と
信
頼
性
の
向
上

を
同
時
に
達
成
で
き
る
。

　
チ
ッ
ソ
の
事
業
会
社
で
あ

る
Ｊ
Ｎ
Ｃ
や
独
メ
ル
ク
な
ど

液
晶
パ
ネ
ル
の
材
料
大
手

も
、
次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

で
あ
る
有
機
Ｅ
Ｌ
に
注
目
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
現
在
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
材
料
市
場
で

高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業

が
、
有
機
Ｅ
Ｌ
で
ど
う
存
在

感
を
出
し
て
い
く
か
も
、
今

後
注
目
さ
れ
る
。

有機ＥＬ部分の拡大 カネカ


